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議
会
広
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広
聴
委
員

次回の定例会は、

開会の予定です。

傍聴 録画配信

議会事務局で傍聴

中 村 議会の流れが分かるように皆さんに
理解される議会だよりをめざします

小久保 市議会活動を分かりやすく理解いただける
紙面作りを心掛けていきます

斉 藤 身近で分かりやすく読んでいただける
広報紙にしていきます

青 野 魅力ある 読みたくなるような
分かりやすい広報紙作りをめざします

毛 呂 議員の魅力を伝え議会に関心を
持ってもらえる広報紙にします

岡 村 透明性と市民への信頼を大切に、
わかりやすく情報をお届けします！

桜 井 市民の声を反映させてもっと読みたい・
知りたいと思える広報に！

券を受け取るだけ
で傍聴できます！

市議会ホームページ
「録画配信」からも見
られます！
※通信費は利用者負担となります。

議会を見てみませんか

8月26日火

委 

員 

長
　
　中
　村
　洋
　子

副
委
員
長
　
　小
久
保
　博
　雅

委
　
　員
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　桜
　井
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　青
　野
　康
　子
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　毛
　呂
　一
　夫

　 〃 

　
　
　岡
　村
　有
　正

２年間よろしく
お願いします！

委員長▶

副委員長▶

シン・議会広報広聴委
員です！

news
!

　
５
月
の
臨
時
議
会
で
組
織
の
構
成

が
変
わ
り
、
広
報
広
聴
委
員
も
新
し

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
議
会

で
議
会
改
革
特
別
委
員
会
が
立
ち
上

が
り
、
そ
の
中
で
広
報
広
聴
の
あ
り

方
も
考
え
て
い
こ
う
と
議
題
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
参
加
し
や

す
い
広
報
広
聴
の
あ
り
方
を
話
し
合

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
６
月
議
会
で
は
、
第
六
次
北
本
市

総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
の
議
案
が

出
さ
れ
、
各
会
派
代
表
の
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
か
ら
10

年
間
の
基
本
構
想
を
基
本
に
、
こ
れ

か
ら
基
本
計
画
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

ど
ん
な
ま
ち
に
す
る
の
か
知
恵
を
出

し
想
像
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
中
）

10年後の自分を想像してみませんか。

総合振興計画基本構想特
集
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第六次北本市総合振興計画基本構想 キタモトシギカイ　シン・体制！キタモトシギカイ　シン・体制！
５月20日の臨時会で、正副議長や各常任委員会のメンバーが決まりました

議案第38号　みんなの「いいね！」をあつめた北本市の将来設計

緑にかこまれた
健康な文化都市

みんなの力で築く、
誰にとっても
やさしいまちづくり

委員会とは

議長

保角美代
ほ  ずみ み　よ

副議長

金森すみ子
かな もり こ

市民の皆様の声を聴き、
真摯に向き合う議会を目
指してまいります。

闊達なコミュニケーション
を大切に議長の補佐役に
努めてまいります。

監査委員

桜井　卓
さくら い すぐる

元公務員の経験を活か
して慎重かつ的確に監
査してまいります。

限られた会期内に専門的、能率的に案件を審査する
ため、本会議の下審査機関として委員会が設けられ
ています。常に設置されている「常任委員会」と、
議会のスムーズな運営をするための「議会運営委員
会」などがあります。今定例会では、慎重な審議のために「議案第38号」のみをピックアップした質疑日を設けました。

次ページで「会派代表質疑」をご紹介します！

委 員 会 ◎委員長　○副委員長

◎今関公美
いませき まさ  み

○毛呂 一夫
も　ろ かず  お

湯沢美恵 
ゆ  ざわ

保角 美代
ほ  ずみ み　よ み　え

現王園孝昭
げんのうぞの たかあき

諏訪幸男 
す　わ　ゆき  お

大嶋達巳
おおしま たつ  み

◎高橋　誠
たかはし まこと

○島野和夫
しま  の  かず  お

村田裕子
むら  た  ひろ  こ

滝瀬光一
たき  せ こういち

中村洋子
なか むら よう　こ

工藤日出夫
く  どう ひ　で　お

◎永井　司
なが  い　　つかさ

○斉藤　章
さいとう あきら

桜井　卓
さくらい すぐる

青野康子 
あお  の  やす  こ

小久保博雅
こ　く　ぼ  ひろまさ

岡村有正
おかむら ありまさ

金森すみ子
かな もり こ

総
務
文
教

常
任
委
員
会

健
康
福
祉

常
任
委
員
会

建
設
経
済

常
任
委
員
会

予
算
決
算

常
任
委
員
会

議
会

運
営
委
員
会

◎大嶋　達巳

○青野　康子

◎工藤日出夫 ○湯沢　美恵 斉藤　　章

　桜井　　卓 　小久保博雅 岡村　有正

　高橋　　誠 ※議長を除く全議員が所属

く  どう ひ　で　お ゆ  ざわ み　え さいとう あきら

さくらい すぐる こ　く　ぼ  ひろまさ おかむら ありまさ

たかはし まこと

おおしま たつ  み

あお  の やす  こ

基本構想とは、市民のみなさんと一緒にまちをつくっていくための「道しるべ」です。
「北本のここ、いいね！」「未来の北本がこうだったらいいね！」
有識者会議や市民アンケート・ワークショップなど、
北本に関わる人の「いいね！」をあつめてつくられた10年間の
将来設計を市議会として慎重に審議しました。

将来都市像

市がめざす
まちの姿

まちづくりの
根底となるもの

基本理念

こどもの成長を支えるまち政策
1

安心・安全で自然と共存する
住みやすいまち

政策
2

健康でいきいきと暮らせるまち政策
3

活力あふれるまち政策
4

みんなが参加し育てるまち政策
5

健全で開かれたまち政策
6

市がめざすまちの姿

三層構造の一番上!
Ｒ８年度 Ｒ12年度 Ｒ13年度 Ｒ17年度

めざす姿を実現するために
必要な施策、基本事業

基本事業に紐づく
具体的な取組や指標

❶
基本構想

❷
基本計画

❸
実施計画

基本構想10年（令和８年度～令和17年度）

実施計画　毎年度見直し

前期基本計画５年
（令和８年度～令和12年度）

後期基本計画５年
（令和13年度～令和17年度）
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ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
は

　
　
　
人
口
の
変
化
を
踏
ま
え
、
持
続

的
発
展
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。
ヒ
ト
の
観
点
か
ら
、
定
住

人
口
の
維
持
及
び
交
流
人
口
・
関
係
人

口
の
増
加
、
モ
ノ
の
観
点
か
ら
、
地
域

資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
カ
ネ

の
観
点
か
ら
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運

営
を
そ
れ
ぞ
れ
位
置
づ
け
ま
し
た
。

　
　
　
企
業
に
選
ば
れ
る
ま
ち
と
は

　
　
　
圏
央
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
を
引
き
続
き
複
合
的
開
発
ゾ
ー
ン
に

設
定
し
、
企
業
誘
致
の
可
能
性
を
示
し

て
い
ま
す
。
都
心
か
ら
近
く
、
災
害
に

強
い
と
い
う
本
市
の
特
色
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
土
地
利
用
に
つ
い
て

　
　
　
南
部
地
域
を
新
た
に
市
街
地
形

成
推
進
ゾ
ー
ン
と
し
、
久
保
特
定
土
地

区
画
整
理
事
業
を
始
め
と
し
た
基
盤
整

理
を
南
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
ま
し
た
。

Ａ
１

Ａ
２

総合振興計画基本構想について「議案第38号」第六次北本市

会派名簿　（○会派代表）

みらい
大嶋達巳

Point!

　
　
　
法
的
な
策
定
義
務
が
な
く
な
っ

た
中
で
従
来
型
の
基
本
構
想
を
策
定
す

る
意
義
は

　
　
　
平
成
23
年
に
地
方
自
治
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
法
律

に
よ
る
策
定
義
務
は
廃
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
北
本
市
自
治
基
本
条
例
の
規
定

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
市
民

の
皆
様
と
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
共

有
し
、
参
画
の
機
会
を
設
け
、
協
働
し

て
策
定
す
る
と
こ
ろ
に
も
意
義
が
あ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
計
画
期
間
に
つ
い
て
現
在
の
10

年
と
市
長
選
挙
を
考
慮
し
、
ど
の
よ
う

な
議
論
を
行
っ
た
の
か

　
　
　
総
合
振
興
計
画
の
下
位
に
紐
づ

く
多
く
の
個
別
計
画
が
10
年
以
内
の
計

画
期
間
と
し
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、

庁
内
外
の
策
定
体
制
に
お
け
る
意
見
を

整
理
し
、
10
年
が
こ
の
計
画
を
管
理
し

て
い
く
う
え
で
適
切
な
期
間
で
あ
る
と

判
断
し
ま
し
た
。

Ｑ
１

Ｑ
２

Ａ
１

Ａ
２

　
　
　
「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
か
ら
「
み
ん
な

の
力
で
築
く
、
誰
に
と
っ
て
も
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
変
更
し
た
理
由
は

　
　
　
「
み
ん
な
」
と
は
、
本
市
と
包

括
連
携
協
定
を
結
ぶ
事
業
者
や
交
流
人

口
、
関
係
人
口
な
ど
、
こ
の
ま
ち
に
関

わ
る
人
な
ど
を
含
む
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
従
来
よ
り
も
幅
広
く

様
々
な
視
点
で
本
市
に
関
わ
る
人
を「
み

ん
な
」
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
複
合
的
開
発
ゾ
ー
ン
の
農
地
や

住
宅
地
と
の
調
和
の
図
り
方
は

　
　
　
複
合
的
開
発
ゾ
ー
ン
は
、
圏
央

道
桶
川
北
本
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
並
び

に
桶
川
加
納
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

を
位
置
づ
け
、
医
療
、
研
究
、
福
祉
、

文
化
機
能
の
充
実
や
、
周
辺
地
域
の
発

展
、
活
性
化
に
寄
与
す
る
核
と
な
る
産

業
施
設
等
の
誘
導
を
図
る
と
と
も
に
周

辺
の
農
地
や
、
住
宅
地
と
の
調
和
を
図

る
地
域
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
１

Ｑ
２

Ａ
１

　
　
　
第
五
次
北
本
市
総
合
振
興
計
画

の
達
成
状
況
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
の
か

　
　
　
目
標
を
達
成
し
た
項
目
が
12
項

目
、
未
達
成
だ
が
基
準
値
よ
り
改
善
し

た
項
目
が
10
項
目
、
横
ば
い
ま
た
は
悪

化
し
た
項
目
が
14
項
目
と
な
り
ま
し
た

が
、
全
体
の
６
割
強
が
達
成
ま
た
は
改

善
し
て
お
り
、
一
定
程
度
順
調
に
進
捗

し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
「
賢
く
縮
む
」
と
い
う
表
現
が

繰
り
返
し
使
わ
れ
て
い
る
が
、
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営
と
相
反
す
る
の
で
は

な
い
か
。
第
六
次
北
本
市
総
合
振
興
計

画
基
本
構
想
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

て
い
る
の
か

　
　
　
「
賢
く
縮
む
」
と
は
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
に
伴
う
税
収
減
や
社

会
保
障
費
増
加
を
見
据
え
、
次
世
代
の

負
担
を
抑
え
る
た
め
、
公
共
施
設
の
統

廃
合
に
よ
り
質
を
高
め
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
考
え
方
で
す
。

Ｑ
１

Ｑ
２

各会派を代表し、６人が
質疑を行いました

基本構想を
策定する意義について

日本
共産党

中村洋子

みんなで築く
まちづくりとは

北本の
将来を
創る会

諏訪幸男

第六次基本構想の
考え方について

清和会
滝瀬光一

本市の課題へ対応した
　　　　　基本構想か

公明党
島野和夫

人口の増加で
活力あるまちづくりを

緑風会
桜井　卓

基本構想に込めた
市長の想いは

質疑

第六次北本市総合振興計画策定のスケジュールは？

令和７年 ６月 基本構想の議案上程、可決
 ９月 基本計画案のパブリック・コメント
  市民説明会
  総合振興計画審議会からの答申
 12月 基本計画の議案上程

第４回定例会（12月議会）で基本
計画が上程される予定です。
基本構想を実現できる計画となって
いるのか？
議会としてチェックします！

○大嶋　達巳　　小久保博雅
　毛呂　一夫　　金森すみ子
　村田　裕子　　工藤日出夫

○中村　洋子　　湯沢　美恵

○諏訪　幸男　　青野　康子
　高橋　　誠　　永井　　司
　現王園孝昭

○島野　和夫
　斉藤　　章
　保角　美代

○滝瀬　光一　　岡村　有正 ○今関　公美　　桜井　　卓

みらい（６人） 北本の将来を創る会（５人） 公明党（３人）

日本共産党（２人） 清和会（２人） 緑風会（２人）

Ａ
１

　
　
　
人
口
の
変
化
を
踏
ま
え
た
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
は

　
　
　
住
民
の
維
持
や
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
交
流
人
口
の
増
加
、
ま
た
、

人
手
不
足
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

な
ど
多
様
な
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な

が
る
関
係
人
口
の
増
加
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
　
　
道
路
整
備
効
果
の
活
用
に
つ
い

て
、
今
後
、
本
市
道
路
網
の
大
動
脈
と

な
る
上
尾
道
路
、
新
大
宮
上
尾
道
路
等

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
か

　
　
　
特
に
上
尾
道
路
は
流
通
業
務
施

設
等
の
誘
導
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

　
　
　
商
業
・
業
務
ゾ
ー
ン
か
ら
新
駅

の
可
能
性
を
削
除
し
、
新
た
に
市
街
地

形
成
推
進
ゾ
ー
ン
と
し
た
の
は

　
　
　
新
駅
設
置
に
関
し
て
は
、
南
部

地
域
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
中
で
、
機
運
が
高
ま
っ
た
際
に
動
き

出
す
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
１

Ｑ
２

Ｑ
３

Ａ
２

Ａ
３

Ａ
１
Ｑ
１

Ｑ
２

Ｑ
３

Ａ
２

Ａ
３

　
　
こ
の
基
本
構
想
案
は
現
行
計
画
か

ら
の
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
よ
う
に
見

え
、
市
長
の
想
い
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

市
長
は
第
六
次
総
合
振
興
計
画
の
基
本

構
想
策
定
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
問

題
意
識
を
持
ち
、
何
を
重
要
と
考
え
、

職
員
に
ど
の
よ
う
な
指
示
を
出
し
た
の

か　
　
本
市
の
現
状
や
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
た
と
き
、
将
来
の
姿
が
「
緑

に
か
こ
ま
れ
た
健
康
な
文
化
都
市
」
で

本
当
に
よ
い
の
か
を
は
じ
め
様
々
な
検

討
を
す
る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、

特
に
人
口
減
少
へ
の
対
応
が
本
市
の
喫

緊
の
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
人
口
が

減
っ
て
も
市
民
の
皆
様
が
幸
せ
に
暮
ら

し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
や
、
次
世
代

に
過
分
な
負
担
を
継
承
し
な
い
よ
う
に

「
賢
く
縮
め
る
」
を
念
頭
に
公
共
施
設

を
集
約
・
統
廃
合
を
進
め
る
な
ど
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
を
指
示
し
ま
し
た
。

ＱＡ

Ａ
２

4北本市議会だより　No.133



　
　
　
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
は

　
　
　
人
口
の
変
化
を
踏
ま
え
、
持
続

的
発
展
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。
ヒ
ト
の
観
点
か
ら
、
定
住

人
口
の
維
持
及
び
交
流
人
口
・
関
係
人

口
の
増
加
、
モ
ノ
の
観
点
か
ら
、
地
域

資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
カ
ネ

の
観
点
か
ら
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運

営
を
そ
れ
ぞ
れ
位
置
づ
け
ま
し
た
。

　
　
　
企
業
に
選
ば
れ
る
ま
ち
と
は

　
　
　
圏
央
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
を
引
き
続
き
複
合
的
開
発
ゾ
ー
ン
に

設
定
し
、
企
業
誘
致
の
可
能
性
を
示
し

て
い
ま
す
。
都
心
か
ら
近
く
、
災
害
に

強
い
と
い
う
本
市
の
特
色
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
土
地
利
用
に
つ
い
て

　
　
　
南
部
地
域
を
新
た
に
市
街
地
形

成
推
進
ゾ
ー
ン
と
し
、
久
保
特
定
土
地

区
画
整
理
事
業
を
始
め
と
し
た
基
盤
整

理
を
南
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
ま
し
た
。

Ａ
１

Ａ
２

総合振興計画基本構想について「議案第38号」第六次北本市

会派名簿　（○会派代表）

みらい
大嶋達巳

Point!

　
　
　
法
的
な
策
定
義
務
が
な
く
な
っ

た
中
で
従
来
型
の
基
本
構
想
を
策
定
す

る
意
義
は

　
　
　
平
成
23
年
に
地
方
自
治
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
法
律

に
よ
る
策
定
義
務
は
廃
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
北
本
市
自
治
基
本
条
例
の
規
定

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
市
民

の
皆
様
と
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
共

有
し
、
参
画
の
機
会
を
設
け
、
協
働
し

て
策
定
す
る
と
こ
ろ
に
も
意
義
が
あ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
計
画
期
間
に
つ
い
て
現
在
の
10

年
と
市
長
選
挙
を
考
慮
し
、
ど
の
よ
う

な
議
論
を
行
っ
た
の
か

　
　
　
総
合
振
興
計
画
の
下
位
に
紐
づ

く
多
く
の
個
別
計
画
が
10
年
以
内
の
計

画
期
間
と
し
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、

庁
内
外
の
策
定
体
制
に
お
け
る
意
見
を

整
理
し
、
10
年
が
こ
の
計
画
を
管
理
し

て
い
く
う
え
で
適
切
な
期
間
で
あ
る
と

判
断
し
ま
し
た
。

Ｑ
１

Ｑ
２

Ａ
１

Ａ
２

　
　
　
「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
か
ら
「
み
ん
な

の
力
で
築
く
、
誰
に
と
っ
て
も
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
変
更
し
た
理
由
は

　
　
　
「
み
ん
な
」
と
は
、
本
市
と
包

括
連
携
協
定
を
結
ぶ
事
業
者
や
交
流
人

口
、
関
係
人
口
な
ど
、
こ
の
ま
ち
に
関

わ
る
人
な
ど
を
含
む
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
従
来
よ
り
も
幅
広
く

様
々
な
視
点
で
本
市
に
関
わ
る
人
を「
み

ん
な
」
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
複
合
的
開
発
ゾ
ー
ン
の
農
地
や

住
宅
地
と
の
調
和
の
図
り
方
は

　
　
　
複
合
的
開
発
ゾ
ー
ン
は
、
圏
央

道
桶
川
北
本
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
並
び

に
桶
川
加
納
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

を
位
置
づ
け
、
医
療
、
研
究
、
福
祉
、

文
化
機
能
の
充
実
や
、
周
辺
地
域
の
発

展
、
活
性
化
に
寄
与
す
る
核
と
な
る
産

業
施
設
等
の
誘
導
を
図
る
と
と
も
に
周

辺
の
農
地
や
、
住
宅
地
と
の
調
和
を
図

る
地
域
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
１

Ｑ
２

Ａ
１

　
　
　
第
五
次
北
本
市
総
合
振
興
計
画

の
達
成
状
況
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
の
か

　
　
　
目
標
を
達
成
し
た
項
目
が
12
項

目
、
未
達
成
だ
が
基
準
値
よ
り
改
善
し

た
項
目
が
10
項
目
、
横
ば
い
ま
た
は
悪

化
し
た
項
目
が
14
項
目
と
な
り
ま
し
た

が
、
全
体
の
６
割
強
が
達
成
ま
た
は
改

善
し
て
お
り
、
一
定
程
度
順
調
に
進
捗

し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
「
賢
く
縮
む
」
と
い
う
表
現
が

繰
り
返
し
使
わ
れ
て
い
る
が
、
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営
と
相
反
す
る
の
で
は

な
い
か
。
第
六
次
北
本
市
総
合
振
興
計

画
基
本
構
想
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

て
い
る
の
か

　
　
　
「
賢
く
縮
む
」
と
は
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
に
伴
う
税
収
減
や
社

会
保
障
費
増
加
を
見
据
え
、
次
世
代
の

負
担
を
抑
え
る
た
め
、
公
共
施
設
の
統

廃
合
に
よ
り
質
を
高
め
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
考
え
方
で
す
。

Ｑ
１

Ｑ
２

各会派を代表し、６人が
質疑を行いました

基本構想を
策定する意義について

日本
共産党

中村洋子

みんなで築く
まちづくりとは

北本の
将来を
創る会

諏訪幸男

第六次基本構想の
考え方について

清和会
滝瀬光一

本市の課題へ対応した
　　　　　基本構想か

公明党
島野和夫

人口の増加で
活力あるまちづくりを

緑風会
桜井　卓

基本構想に込めた
市長の想いは

質疑

第六次北本市総合振興計画策定のスケジュールは？

令和７年 ６月 基本構想の議案上程、可決
 ９月 基本計画案のパブリック・コメント
  市民説明会
  総合振興計画審議会からの答申
 12月 基本計画の議案上程

第４回定例会（12月議会）で基本
計画が上程される予定です。
基本構想を実現できる計画となって
いるのか？
議会としてチェックします！

○大嶋　達巳　　小久保博雅
　毛呂　一夫　　金森すみ子
　村田　裕子　　工藤日出夫

○中村　洋子　　湯沢　美恵

○諏訪　幸男　　青野　康子
　高橋　　誠　　永井　　司
　現王園孝昭

○島野　和夫
　斉藤　　章
　保角　美代

○滝瀬　光一　　岡村　有正 ○今関　公美　　桜井　　卓

みらい（６人） 北本の将来を創る会（５人） 公明党（３人）

日本共産党（２人） 清和会（２人） 緑風会（２人）

Ａ
１

　
　
　
人
口
の
変
化
を
踏
ま
え
た
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
は

　
　
　
住
民
の
維
持
や
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
交
流
人
口
の
増
加
、
ま
た
、

人
手
不
足
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

な
ど
多
様
な
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な

が
る
関
係
人
口
の
増
加
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
　
　
道
路
整
備
効
果
の
活
用
に
つ
い

て
、
今
後
、
本
市
道
路
網
の
大
動
脈
と

な
る
上
尾
道
路
、
新
大
宮
上
尾
道
路
等

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
か

　
　
　
特
に
上
尾
道
路
は
流
通
業
務
施

設
等
の
誘
導
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

　
　
　
商
業
・
業
務
ゾ
ー
ン
か
ら
新
駅

の
可
能
性
を
削
除
し
、
新
た
に
市
街
地

形
成
推
進
ゾ
ー
ン
と
し
た
の
は

　
　
　
新
駅
設
置
に
関
し
て
は
、
南
部

地
域
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
中
で
、
機
運
が
高
ま
っ
た
際
に
動
き

出
す
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
１

Ｑ
２

Ｑ
３

Ａ
２

Ａ
３

Ａ
１
Ｑ
１

Ｑ
２

Ｑ
３

Ａ
２

Ａ
３

　
　
こ
の
基
本
構
想
案
は
現
行
計
画
か

ら
の
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
よ
う
に
見

え
、
市
長
の
想
い
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

市
長
は
第
六
次
総
合
振
興
計
画
の
基
本

構
想
策
定
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
問

題
意
識
を
持
ち
、
何
を
重
要
と
考
え
、

職
員
に
ど
の
よ
う
な
指
示
を
出
し
た
の

か　
　
本
市
の
現
状
や
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
た
と
き
、
将
来
の
姿
が
「
緑

に
か
こ
ま
れ
た
健
康
な
文
化
都
市
」
で

本
当
に
よ
い
の
か
を
は
じ
め
様
々
な
検

討
を
す
る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、

特
に
人
口
減
少
へ
の
対
応
が
本
市
の
喫

緊
の
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
人
口
が

減
っ
て
も
市
民
の
皆
様
が
幸
せ
に
暮
ら

し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
や
、
次
世
代

に
過
分
な
負
担
を
継
承
し
な
い
よ
う
に

「
賢
く
縮
め
る
」
を
念
頭
に
公
共
施
設

を
集
約
・
統
廃
合
を
進
め
る
な
ど
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
を
指
示
し
ま
し
た
。

ＱＡ

Ａ
２
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加
熱
式
た
ば
こ
に
関
す
る
た
ば

こ
税
の
課
税
標
準
の
特
例
に
つ
い
て

　
　
　
加
熱
式
た
ば
こ
の
課
税
標
準
は

こ
れ
ま
で
重
量
と
価
格
の
平
均
で
換
算

し
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
重
量
の

み
で
算
定
す
る
方
式
に
変
わ
り
ま
す
。

ス
テ
ィ
ッ
ク
型
の
も
の
は
０
・
３
５
グ

ラ
ム
、
そ
れ
以
外
は
０
・
２
グ
ラ
ム
で

紙
巻
き
た
ば
こ
１
本
に
換
算
し
ま
す
。

試
算
の
一
例
と
し
て
、
令
和
８
年
10
月

か
ら
は
小
売
価
格
４
３
０
円
、
重
量
６

・
０
グ
ラ
ム
の
製
品
で
税
率
が
７
・
４

％
の
増
と
な
り
ま
す
。
経
過
措
置
期
間

中
は
、
改
正
前
後
の
計
算
方
法
を
折
半

と
し
て
適
用
し
、
３
・
７
％
の
増
と
な

り
ま
す
。
税
収
は
令
和
８
年
度
が
１
・

５
％
の
増
、
約
５
６
７
万
円
の
増
収
、

令
和
９
年
度
が
２
・
０
％
の
増
、
約
７

５
０
万
円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
公
示
送
達
の
変
更
点
に
つ
い
て

　
　
　
現
行
の
公
示
送
達
は
、
市
役
所

内
の
掲
示
場
に
書
面
を
掲
示
す
る
方
法

で
行
い
ま
す
が
、
改
正
後
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、
不
特
定
多
数
が
閲

覧
可
能
な
形
で
実
施
す
る
と
と
も
に
、

掲
示
場
で
の
掲
示
ま
た
は
事
務
所
内
の

パ
ソ
コ
ン
画
面
で
の
表
示
の
い
ず
れ
か

を
併
せ
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
す
る
内
容
は
公

示
送
達
の
趣
旨
か
ら
個
人
を
特
定
で
き

る
情
報
が
必
要
で
す
が
、
住
所
を
ど
こ

ま
で
記
載
す
る
の
か
は
慎
重
に
検
討
す

べ
き
点
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
県
支
出
金
を
活
用
し
た
英
語
指

導
方
法
改
善
事
業
に
関
し
て
、
大
学
の

准
教
授
を
講
師
に
招
く
と
の
こ
と
だ
が

研
修
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
回
数
、
対
象

範
囲
、
成
果
発
表
に
つ
い
て

　
　
　
研
修
は
８
月
下
旬
及
び
１
月
下

旬
の
２
回
を
予
定
し
て
お
り
、
南
小
学

校
及
び
北
本
中
学
校
の
教
職
員
を
対
象

に
実
施
す
る
計
画
で
す
。
８
月
下
旬
は

夏
季
休
業
期
間
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
内
の
英
語
担
当
教
職
員
へ
の
参
加
呼

質疑をしました各常任委員会でこんな
令
和
７
年
度
北
本
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

予
算
決
算

各委員長報告は
こちらから
ご覧になれます

Pick up
!

常
任
委
員
会

び
か
け
を
現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。
成

果
発
表
に
つ
い
て
は
、
授
業
研
究
会
な

ど
の
授
業
公
開
を
２
月
に
１
年
間
の
ま

と
め
と
し
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
南
小
学
校
と
北
本
中
学
校
が
研

究
協
力
校
と
し
て
選
定
さ
れ
た
理
由
に

つ
い
て

　
　
　
両
校
と
も
、
埼
玉
県
の
学
力
状

況
調
査
に
お
い
て
平
均
正
答
率
を
下
回

る
項
目
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後

の
学
力
向
上
を
期
待
し
て
対
象
校
と
し

ま
し
た
。
ま
た
い
ず
れ
の
学
校
も
経
験

の
浅
い
若
手
教
員
の
割
合
が
高
い
た
め

指
導
力
の
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
も
、

研
究
協
力
校
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
不
足

額
給
付
）
が
大
幅
な
補
正
増
と
な
っ
た

要
因
は

　
　
　
国
の
概
算
交
付
限
度
額
を
基
に

当
初
予
算
を
編
成
し
、
給
付
対
象
者
、

給
付
額
を
推
計
し
て
い
ま
し
た
が
、
税

情
報
が
確
定
し
た
結
果
、
令
和
６
年
所

得
が
前
年
よ
り
減
少
し
た
こ
と
で
減
税

し
き
れ
な
か
っ
た
人
や
扶
養
親
族
が
増

加
し
た
こ
と
等
に
よ
り
対
象
人
数
が
５

６
０
０
人
か
ら
７
１
０
０
人
へ
と
増
加

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
給
付
額
も
４

２
６
３
万
円
か
ら
２
億
１
５
３
５
万
８

０
０
０
円
に
増
加
し
、
差
額
１
億
７
２

７
２
万
８
０
０
０
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

↖
（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

　
　
　
生
活
扶
助
基
準
の
改
定
の
内
容

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　
　
　
令
和
５
年
10
月
に
全
面
的
な
改

定
を
行
い
、
物
価
上
昇
等
の
影
響
か
ら

２
年
間
の
臨
時
的
・
特
例
的
対
応
で
１

人
当
た
り
１
０
０
０
円
の
加
算
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
も
物
価
上
昇
等
が
継

続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
７
年
10

月
か
ら
２
年
間
の
臨
時
的
・
特
例
的
対

応
と
し
て
１
人
当
た
り
１
５
０
０
円
の

加
算
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
民
間
保
育
所
建
設
補
助
金
の
対

象
及
び
市
内
待
機
児
童
へ
の
影
響
は

　
　
　
せ
き
ね
幼
稚
園
（
小
規
模
保
育

所
新
設
・
定
員
19
人
）
と
い
し
と
幼
稚

園
（
定
員
20
人
増
）
が
対
象
で
、
補
助

金
の
内
訳
は
国
が
12
分
の
８
、
市
が
12

分
の
１
、
残
り
12
分
の
３
が
事
業
者
負

担
で
す
。
令
和
８
年
４
月
１
日
の
開
園

を
目
指
し
、
両
施
設
の
整
備
に
よ
り
待

機
児
童
の
発
生
の
抑
制
に
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
介
護
認
定
の
改
定
の
対
象
者
及
び

措
置
の
内
容
に
つ
い
て

　
　
令
和
７
年
度
の
対
象
者
は
税
情
報

が
確
定
し
て
か
ら
の
判
定
と
な
る
た
め

現
時
点
で
は
不
明
で
す
が
、
令
和
６
年

度
の
該
当
す
る
被
保
険
者
が
２
５
９
人

で
あ
り
、
年
金
額
の
増
加
に
よ
り
、
保

険
料
負
担
が
増
え
る
所
得
段
階
に
移
行

し
な
い
よ
う
措
置
し
ま
す
。

　
　
平
成
17
年
度
に
生
じ
た
第
１
条
の

項
ず
れ
を
今
回
改
正
す
る
が
、
そ
の
間

の
条
例
そ
の
も
の
の
有
効
性
に
つ
い
て

　
　
本
件
の
項
ず
れ
は
誤
っ
て
い
る
こ

と
が
明
確
で
あ
り
、
個
人
の
権
利
、
義

務
に
著
し
く
不
利
益
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
な
い
箇
所
な
の
で
、
変
更
解
釈

に
よ
っ
て
、
項
ず
れ
が
変
更
さ
れ
な
い

期
間
の
条
例
は
有
効
と
考
え
ま
す
。

﹇
項
ず
れ
の
内
容
﹈

平
成
17
年
の
土
地
区
画
整
理
法
の
改
正

で
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
者
と

し
て
区
画
整
理
会
社
（
株
式
会
社
等
）

が
第
３
項
と
し
て
追
加
さ
れ
、
第
３
項

に
規
定
さ
れ
て
い
た
自
治
体
施
行
が
第

４
項
に
ず
れ
た
も
の
。

　
　
２
つ
の
市
道
の
幅
員
が
ど
ち
ら
も

５
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
た
根
拠
に
つ
い
て

　
　
開
発
行
為
を
す
る
場
合
、
予
定
建

築
物
と
開
発
区
域
の
面
積
で
接
続
先
の

道
路
と
開
発
区
域
内
に
造
る
道
路
の
幅

員
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
開

発
は
市
の
開
発
許
可
等
の
審
査
基
準
で

は
幅
員
４
・
５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路

を
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

開
発
指
導
要
綱
に
よ
り
５
メ
ー
ト
ル
以

上
と
す
る
よ
う
指
導
を
し
た
結
果
、
５

メ
ー
ト
ル
で
築
造
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

北
本
市
税
条
例
の
一
部
改
正
　

市
道
の
路
線
の
認
定

建
設
経
済

常
任
委
員
会

北
本
都
市
計
画
事
業
久
保
特

定
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正市道に認定することにより、不法占用の排除や私権

の制限を行うことで通行の権利を守っています。

テーマ活動

これからの時代の
終活支援体制整備
について

に決定！

令和７年度・８年度は

委員会の活性化と機能強化を図るため、
２年ごとにテーマを設定し、
調査・研究しています

テーマ活動

市民の移動手段
（地域公共交通含む）

について
に決定！

令和７年度・８年度は

委員会の活性化と機能強化を図るため、
２年ごとにテーマを設定し、
調査・研究しています

テーマ活動

これからの学校の在り方と
小・中学校の再編
について

に決定！

令和７年度・８年度は

委員会の活性化と機能強化を図るため、
２年ごとにテーマを設定し、
調査・研究しています

健
康
福
祉

常
任
委
員
会

今
回
付
託
さ
れ
た
議
案

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

Ａ
１

Ｑ
１

Ｑ
２

Ｑ
１

Ａ
２

Ｑ
２

Ａ
２

Ａ
１

Ｑ
１

Ａ
１

Ｑ
２

Ｑ
３

Ａ
２

Ａ
３ 総

務
文
教
分
科
会
長
報
告
よ
り

健
康
福
祉
分
科
会
長
報
告
よ
り

　

市道とは
市の区域内の道路について、市議会の
議決を経て認定された路線のことです

児童生徒の外国語での発信力（話す力、書く力）の
強化を図ります（英語指導方法改善事業）

改正後は重量のみで換算し、一定の重量以下のも
のは１本をもって紙巻たばこ１本に換算します。

本市では終活支援の一環としてエンディング
ノートの配布を行っていますが、さらなる支
援について調査していきます

令
和
７
年
度
北
本
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）
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加
熱
式
た
ば
こ
に
関
す
る
た
ば

こ
税
の
課
税
標
準
の
特
例
に
つ
い
て

　
　
　
加
熱
式
た
ば
こ
の
課
税
標
準
は

こ
れ
ま
で
重
量
と
価
格
の
平
均
で
換
算

し
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
重
量
の

み
で
算
定
す
る
方
式
に
変
わ
り
ま
す
。

ス
テ
ィ
ッ
ク
型
の
も
の
は
０
・
３
５
グ

ラ
ム
、
そ
れ
以
外
は
０
・
２
グ
ラ
ム
で

紙
巻
き
た
ば
こ
１
本
に
換
算
し
ま
す
。

試
算
の
一
例
と
し
て
、
令
和
８
年
10
月

か
ら
は
小
売
価
格
４
３
０
円
、
重
量
６

・
０
グ
ラ
ム
の
製
品
で
税
率
が
７
・
４

％
の
増
と
な
り
ま
す
。
経
過
措
置
期
間

中
は
、
改
正
前
後
の
計
算
方
法
を
折
半

と
し
て
適
用
し
、
３
・
７
％
の
増
と
な

り
ま
す
。
税
収
は
令
和
８
年
度
が
１
・

５
％
の
増
、
約
５
６
７
万
円
の
増
収
、

令
和
９
年
度
が
２
・
０
％
の
増
、
約
７

５
０
万
円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
公
示
送
達
の
変
更
点
に
つ
い
て

　
　
　
現
行
の
公
示
送
達
は
、
市
役
所

内
の
掲
示
場
に
書
面
を
掲
示
す
る
方
法

で
行
い
ま
す
が
、
改
正
後
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、
不
特
定
多
数
が
閲

覧
可
能
な
形
で
実
施
す
る
と
と
も
に
、

掲
示
場
で
の
掲
示
ま
た
は
事
務
所
内
の

パ
ソ
コ
ン
画
面
で
の
表
示
の
い
ず
れ
か

を
併
せ
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
す
る
内
容
は
公

示
送
達
の
趣
旨
か
ら
個
人
を
特
定
で
き

る
情
報
が
必
要
で
す
が
、
住
所
を
ど
こ

ま
で
記
載
す
る
の
か
は
慎
重
に
検
討
す

べ
き
点
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
県
支
出
金
を
活
用
し
た
英
語
指

導
方
法
改
善
事
業
に
関
し
て
、
大
学
の

准
教
授
を
講
師
に
招
く
と
の
こ
と
だ
が

研
修
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
回
数
、
対
象

範
囲
、
成
果
発
表
に
つ
い
て

　
　
　
研
修
は
８
月
下
旬
及
び
１
月
下

旬
の
２
回
を
予
定
し
て
お
り
、
南
小
学

校
及
び
北
本
中
学
校
の
教
職
員
を
対
象

に
実
施
す
る
計
画
で
す
。
８
月
下
旬
は

夏
季
休
業
期
間
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
内
の
英
語
担
当
教
職
員
へ
の
参
加
呼

質疑をしました各常任委員会でこんな
令
和
７
年
度
北
本
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

予
算
決
算

各委員長報告は
こちらから
ご覧になれます

Pick up
!

常
任
委
員
会

び
か
け
を
現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。
成

果
発
表
に
つ
い
て
は
、
授
業
研
究
会
な

ど
の
授
業
公
開
を
２
月
に
１
年
間
の
ま

と
め
と
し
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
南
小
学
校
と
北
本
中
学
校
が
研

究
協
力
校
と
し
て
選
定
さ
れ
た
理
由
に

つ
い
て

　
　
　
両
校
と
も
、
埼
玉
県
の
学
力
状

況
調
査
に
お
い
て
平
均
正
答
率
を
下
回

る
項
目
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後

の
学
力
向
上
を
期
待
し
て
対
象
校
と
し

ま
し
た
。
ま
た
い
ず
れ
の
学
校
も
経
験

の
浅
い
若
手
教
員
の
割
合
が
高
い
た
め

指
導
力
の
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
も
、

研
究
協
力
校
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
不
足

額
給
付
）
が
大
幅
な
補
正
増
と
な
っ
た

要
因
は

　
　
　
国
の
概
算
交
付
限
度
額
を
基
に

当
初
予
算
を
編
成
し
、
給
付
対
象
者
、

給
付
額
を
推
計
し
て
い
ま
し
た
が
、
税

情
報
が
確
定
し
た
結
果
、
令
和
６
年
所

得
が
前
年
よ
り
減
少
し
た
こ
と
で
減
税

し
き
れ
な
か
っ
た
人
や
扶
養
親
族
が
増

加
し
た
こ
と
等
に
よ
り
対
象
人
数
が
５

６
０
０
人
か
ら
７
１
０
０
人
へ
と
増
加

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
給
付
額
も
４

２
６
３
万
円
か
ら
２
億
１
５
３
５
万
８

０
０
０
円
に
増
加
し
、
差
額
１
億
７
２

７
２
万
８
０
０
０
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

↖
（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

　
　
　
生
活
扶
助
基
準
の
改
定
の
内
容

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　
　
　
令
和
５
年
10
月
に
全
面
的
な
改

定
を
行
い
、
物
価
上
昇
等
の
影
響
か
ら

２
年
間
の
臨
時
的
・
特
例
的
対
応
で
１

人
当
た
り
１
０
０
０
円
の
加
算
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
も
物
価
上
昇
等
が
継

続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
７
年
10

月
か
ら
２
年
間
の
臨
時
的
・
特
例
的
対

応
と
し
て
１
人
当
た
り
１
５
０
０
円
の

加
算
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
民
間
保
育
所
建
設
補
助
金
の
対

象
及
び
市
内
待
機
児
童
へ
の
影
響
は

　
　
　
せ
き
ね
幼
稚
園
（
小
規
模
保
育

所
新
設
・
定
員
19
人
）
と
い
し
と
幼
稚

園
（
定
員
20
人
増
）
が
対
象
で
、
補
助

金
の
内
訳
は
国
が
12
分
の
８
、
市
が
12

分
の
１
、
残
り
12
分
の
３
が
事
業
者
負

担
で
す
。
令
和
８
年
４
月
１
日
の
開
園

を
目
指
し
、
両
施
設
の
整
備
に
よ
り
待

機
児
童
の
発
生
の
抑
制
に
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
介
護
認
定
の
改
定
の
対
象
者
及
び

措
置
の
内
容
に
つ
い
て

　
　
令
和
７
年
度
の
対
象
者
は
税
情
報

が
確
定
し
て
か
ら
の
判
定
と
な
る
た
め

現
時
点
で
は
不
明
で
す
が
、
令
和
６
年

度
の
該
当
す
る
被
保
険
者
が
２
５
９
人

で
あ
り
、
年
金
額
の
増
加
に
よ
り
、
保

険
料
負
担
が
増
え
る
所
得
段
階
に
移
行

し
な
い
よ
う
措
置
し
ま
す
。

　
　
平
成
17
年
度
に
生
じ
た
第
１
条
の

項
ず
れ
を
今
回
改
正
す
る
が
、
そ
の
間

の
条
例
そ
の
も
の
の
有
効
性
に
つ
い
て

　
　
本
件
の
項
ず
れ
は
誤
っ
て
い
る
こ

と
が
明
確
で
あ
り
、
個
人
の
権
利
、
義

務
に
著
し
く
不
利
益
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
な
い
箇
所
な
の
で
、
変
更
解
釈

に
よ
っ
て
、
項
ず
れ
が
変
更
さ
れ
な
い

期
間
の
条
例
は
有
効
と
考
え
ま
す
。

﹇
項
ず
れ
の
内
容
﹈

平
成
17
年
の
土
地
区
画
整
理
法
の
改
正

で
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
者
と

し
て
区
画
整
理
会
社
（
株
式
会
社
等
）

が
第
３
項
と
し
て
追
加
さ
れ
、
第
３
項

に
規
定
さ
れ
て
い
た
自
治
体
施
行
が
第

４
項
に
ず
れ
た
も
の
。

　
　
２
つ
の
市
道
の
幅
員
が
ど
ち
ら
も

５
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
た
根
拠
に
つ
い
て

　
　
開
発
行
為
を
す
る
場
合
、
予
定
建

築
物
と
開
発
区
域
の
面
積
で
接
続
先
の

道
路
と
開
発
区
域
内
に
造
る
道
路
の
幅

員
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
開

発
は
市
の
開
発
許
可
等
の
審
査
基
準
で

は
幅
員
４
・
５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路

を
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

開
発
指
導
要
綱
に
よ
り
５
メ
ー
ト
ル
以

上
と
す
る
よ
う
指
導
を
し
た
結
果
、
５

メ
ー
ト
ル
で
築
造
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

北
本
市
税
条
例
の
一
部
改
正
　

市
道
の
路
線
の
認
定

建
設
経
済

常
任
委
員
会

北
本
都
市
計
画
事
業
久
保
特

定
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正市道に認定することにより、不法占用の排除や私権

の制限を行うことで通行の権利を守っています。

テーマ活動

これからの時代の
終活支援体制整備
について

に決定！

令和７年度・８年度は

委員会の活性化と機能強化を図るため、
２年ごとにテーマを設定し、
調査・研究しています

テーマ活動

市民の移動手段
（地域公共交通含む）

について
に決定！

令和７年度・８年度は

委員会の活性化と機能強化を図るため、
２年ごとにテーマを設定し、
調査・研究しています

テーマ活動

これからの学校の在り方と
小・中学校の再編
について

に決定！

令和７年度・８年度は

委員会の活性化と機能強化を図るため、
２年ごとにテーマを設定し、
調査・研究しています

健
康
福
祉

常
任
委
員
会

今
回
付
託
さ
れ
た
議
案

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

Ａ
１

Ｑ
１

Ｑ
２

Ｑ
１

Ａ
２

Ｑ
２

Ａ
２

Ａ
１

Ｑ
１

Ａ
１

Ｑ
２

Ｑ
３

Ａ
２

Ａ
３ 総

務
文
教
分
科
会
長
報
告
よ
り

健
康
福
祉
分
科
会
長
報
告
よ
り

　

市道とは
市の区域内の道路について、市議会の
議決を経て認定された路線のことです

児童生徒の外国語での発信力（話す力、書く力）の
強化を図ります（英語指導方法改善事業）

改正後は重量のみで換算し、一定の重量以下のも
のは１本をもって紙巻たばこ１本に換算します。

本市では終活支援の一環としてエンディング
ノートの配布を行っていますが、さらなる支
援について調査していきます

令
和
７
年
度
北
本
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）
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【

　紹

　介

　】

　
今
定
例
会
に
お
い
て
同
意
さ
れ

ま
し
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

○
教
育
委
員
会
委
員

　 

　髙
　橋
　和
　美
　氏

○
監
査
委
員

　 

　山
　田
　順
　司
　氏

○
人
権
擁
護
委
員

　 

　髙
　橋
　淑
　子
　氏

　 

　西
　山
　
　
　宏
　氏

か
ず

み

は
し

た
か

じ
ゅ
ん

じ

だ

や
ま

よ
し

こ

は
し

た
か

ひ
ろ
し

や
ま

に
し

【
請
願
事
項
】

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ

と
。

　
議
員
３
名
に
よ
り
請
願
事
項
に
関
す

る
意
見
書
が
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
５
月
20
日
に
開
か
れ
た
臨
時
会
で

は
、
市
長
提
出
議
案
３
件
を
慎
重
に
審

議
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
正
副
議
長

の
交
代
及
び
常
任
委
員
会
委
員
等
の
改

選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Pick
up!　
　
議
請
第
２
号
　
国
に
対
し

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
廃
止
す

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」
の

提
出
を
求
め
る
請
願
を
不
採
択

Pick
up!　
　
議
提
第
５
号
「
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
意
見

書
」を
否
決

請願とは？

意見書とは？

住民が国や地方公共団体な
どの機関に対し、所管する事
務について希望を述べるこ
と。議員の紹介が必要。

議会の意思を関係機関あて
に意見としてまとめた文書。
議会で可決後、関係機関等に
提出する。

　議員としての任期は４年
ですが、議長・副議長の任
期については議会運営の中
立性の確保や多様な意見を
反映させるため、北本市で
は2年が慣例となっていま
す。
また、委員会の委員の任期
は条例で２年と定められて
います。

５
月
臨
時
会

臨
時
会
の
コ
コ
が
気
に
な
る
！

※

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
市
議
会

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
市
議
会

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
市
議
会

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

請願議員提出議案

　なぜ議長・副議長や
委員会メンバーが変
わったの？

ＱＡ

＼議会報告会に、ぜひお越しください！／

次回は10月25日（土）に開催
予定です！
第３回定例会（９月開催予定）の
報告と、意見交換を行います。
※日程等は変更になる場合があ
りますので、市議会ホームペ
ージでご確認ください。

（◎委員長、○副委員長）

5月臨時会

＼議会改革特別委員会が設置されました！／

住民の信頼と負託に応え、議会自ら議会の活性化、議会組織機能、
議会運営等について調査するため、特別委員会を設置しました。

議員定数　議員報酬　通年議会

議員間（委員間）討議の
ガイドライン策定

議会活動の活性化
（議会改革）
広報広聴機能の充実

◎工藤日出夫　　○中村　洋子　　桜井　　卓
　小久保博雅　　　湯沢　美恵　　島野　和夫
　高橋　　誠　　　永井　　司　　滝瀬　光一
　大嶋　達巳　　　　　

議　案　名 議決
結果

５月臨時会

市長
提出
議案

「第35号」専決処分の承認を求めることについて（北本市税条例の一部改正について） 承認

「第36号」専決処分の承認を求めることについて（北本市国民健康保険税条例の一部改正について） 承認

「第37号」監査委員の選任について 同意
６月定例会

市長
提出
議案

「第38号」第六次北本市総合振興計画基本構想について 可決

「第39号」北本市税条例の一部改正について 可決

「第40号」北本都市計画事業久保特定土地区画整理事業施行に関する条例の一部改正について 可決

「第41号」市道の路線の認定について 可決

「第42号」教育委員会委員の任命について（髙橋和美） 同意

「第43号」監査委員の選任について（山田順司） 同意

「第44号」人権擁護委員候補者の推薦について（髙橋淑子） 同意

「第45号」人権擁護委員候補者の推薦について（西山 宏） 同意

「第46号」令和７年度北本市一般会計補正予算（第３号） 可決

「第47号」令和７年度北本市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決

「第48号」特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 可決

「第49号」工事請負契約の締結について 可決

「第50号」令和７年度北本市一般会計補正予算（第４号） 可決
請願 「第２号」国に対し「インボイス制度を廃止することを求める意見書」の提出を求める請願 不採択
議員

提出議案 「第５号」インボイス制度の廃止を求める意見書 否決

提出案件の結果一覧

議　案　名
議
決
結
果

みらい 北本の
将来を創る会 公明党 日本

共産党 清和会 緑風会

小
久
保
博
雅

毛
呂
　
一
夫

金
森
す
み
子

村
田
　
裕
子

工
藤
日
出
夫

大
嶋
　
達
巳

青
野
　
康
子

高
橋
　
　
誠

永
井
　
　
司

現
王
園
孝
昭

諏
訪
　
幸
男

斉
藤
　
　
章

保
角
　
美
代

島
野
　
和
夫

湯
沢
　
美
恵

中
村
　
洋
子

岡
村
　
有
正

滝
瀬
　
光
一

桜
井
　
　
卓

今
関
　
公
美

「議案第 38 号」
第六次北本市総合振興計
画基本構想について

原案 可決 × ×

議
長
は
表
決
に
参
加
し
な
い

× × × × ×

修正案 否決 × × × × × × × × × × × × ×

「議案第 42 号」
教育委員会委員の任命について 同意 欠

「議案第 43 号」
監査委員の選任について 同意 欠

「議案第 44 号」
人権擁護委員候補者の推薦について 同意 欠

「議案第 45 号」
人権擁護委員候補者の推薦について 同意 欠

「議請第２号」国に対し「インボイス制度
を廃止することを求める意見書」の提出を
求める請願

不採択 × × × × × × × × × 退 退 退

「議提第５号」
インボイス制度の廃止を求める意見書 否決 × × 退 × × 退 × × × × × × × × ×

賛否表（賛否が分かれたものや、退席などがあった場合に表示しています）

※表の見方　賛成：空欄　　反対：×　　欠席：欠　　除斥：除　　退席：退
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【

　紹

　介

　】

　
今
定
例
会
に
お
い
て
同
意
さ
れ

ま
し
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

○
教
育
委
員
会
委
員

　 

　髙
　橋
　和
　美
　氏

○
監
査
委
員

　 

　山
　田
　順
　司
　氏

○
人
権
擁
護
委
員

　 

　髙
　橋
　淑
　子
　氏

　 

　西
　山
　
　
　宏
　氏

か
ず

み

は
し

た
か

じ
ゅ
ん

じ

だ

や
ま

よ
し

こ

は
し

た
か

ひ
ろ
し

や
ま

に
し

【
請
願
事
項
】

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ

と
。

　
議
員
３
名
に
よ
り
請
願
事
項
に
関
す

る
意
見
書
が
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
５
月
20
日
に
開
か
れ
た
臨
時
会
で

は
、
市
長
提
出
議
案
３
件
を
慎
重
に
審

議
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
正
副
議
長

の
交
代
及
び
常
任
委
員
会
委
員
等
の
改

選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Pick
up!　
　
議
請
第
２
号
　
国
に
対
し

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
廃
止
す

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」
の

提
出
を
求
め
る
請
願
を
不
採
択

Pick
up!　
　
議
提
第
５
号
「
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
意
見

書
」を
否
決

請願とは？

意見書とは？

住民が国や地方公共団体な
どの機関に対し、所管する事
務について希望を述べるこ
と。議員の紹介が必要。

議会の意思を関係機関あて
に意見としてまとめた文書。
議会で可決後、関係機関等に
提出する。

　議員としての任期は４年
ですが、議長・副議長の任
期については議会運営の中
立性の確保や多様な意見を
反映させるため、北本市で
は2年が慣例となっていま
す。
また、委員会の委員の任期
は条例で２年と定められて
います。

５
月
臨
時
会

臨
時
会
の
コ
コ
が
気
に
な
る
！

※

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
市
議
会

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
市
議
会

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
市
議
会

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

請願議員提出議案

　なぜ議長・副議長や
委員会メンバーが変
わったの？

ＱＡ

＼議会報告会に、ぜひお越しください！／

次回は10月25日（土）に開催
予定です！
第３回定例会（９月開催予定）の
報告と、意見交換を行います。
※日程等は変更になる場合があ
りますので、市議会ホームペ
ージでご確認ください。

（◎委員長、○副委員長）

5月臨時会

＼議会改革特別委員会が設置されました！／

住民の信頼と負託に応え、議会自ら議会の活性化、議会組織機能、
議会運営等について調査するため、特別委員会を設置しました。

議員定数　議員報酬　通年議会

議員間（委員間）討議の
ガイドライン策定

議会活動の活性化
（議会改革）
広報広聴機能の充実

◎工藤日出夫　　○中村　洋子　　桜井　　卓
　小久保博雅　　　湯沢　美恵　　島野　和夫
　高橋　　誠　　　永井　　司　　滝瀬　光一
　大嶋　達巳　　　　　
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地域公共交通について
Ｑ１バス便が大幅に減便となった。市
は地域公共交通の活性化及び再生に取
組むよう努めなければならない。市民
の日常に欠かせない地域公共交通計画
の進捗状況と市民参加について伺う
Ａ１関東運輸局や近隣自治体から情報
収集を行うなど準備を進めており、交
通計画は移動に関する地域の関係者に
よる法定協議会を開催し策定します。
策定に際し、市民参画に努め、多くの

意見が反映できるよう取り組みます。
Ｑ２デマンドバスは運行開始から予約
が取りにくい課題がある。ゼロベース
でシステム変更を考えるべきでは
Ａ２市が導入している交通システムの
令和６年度利用状況は「希望どおり」
が約５割、「前後10分以内」を合わ
せて約７割の予約成立の一方、朝方の
時間帯や直近での予約が取りづらい状
況です。希望時間に予約が取れるよう
運行事業者と連携し改善に努めます。

学力向上支援員配置事業の現状と
課題について
Ｑ１支援員の支援・業務内容を伺う
Ａ１学級担任の補助等を目的として、
児童の教育的ニーズに寄り添いながら
個別の支援を行っています。例えば児
童の困り感やつまずきの背景を見取
り、適切な支援を行っています。
Ｑ２本市の教育に重要な役割を担って
いる。増員が必要では
Ａ２教員１人では支援が届かない部分

について支援員を活用し、学びを支え
ることで子どもたちが将来、予測困難
な時代を生き抜くための素地を養える
学校教育となるよう努めます。支援員
の増員について、各校の状況を踏まえ
検討していきます。
その他の質問
〇慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ)を特
定健診の健診項目に追加することと周
知について
〇健康づくりの現状と課題について

部活動指導について
Ｑ部活動等における不適切な指導は禁
止されているが、威圧的に怒るのでは
ない別の手段を学び・実践することが
重要。日本スポーツ協会では指導者が
怒りたくなったときに感情調整する方
法としてＢＡＨＤ（いじめ、虐待、い
やがらせ、差別）防止キャンペーンを
推進している。本市でもこれに取り組
むべきではないか
Ａ各校では教職員の研修として怒りの

感情をコントロールするアンガーマネ
ジメントのトレーニングを実施してい
ます。ＢＡＨＤ防止キャンペーンにつ
いても校長会で周知し、子どもたちが
安心して伸び伸びと部活動に取り組め
る環境を整備します。指導者に対して
も丁寧な啓発、指導の在り方を周知し
ます。

（参考）
日本スポーツ協会ホームページ
「より効果的な指導法を求めて」
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（北本の将来を創る会）

地域公共交通の利用者数向上について
Ｑ１バスの利用者数が増えると外出機
会の創出、フレイル予防効果アップ、
市の医療費負担減少が期待できるが、
雇用実態や運転手不足対応のための定
年延長等労務管理は
Ａ１少子高齢化や2024年問題と言わ
れる運転手の時間外労働の上限規制、
労働基準の見直しなどで深刻な運転
手不足となっています。運転手の募集
を行っても応募は少なく、恒常的に運

転手不足が続いており、すでに定年延
長、再雇用等を行い、65歳以上の運転
手も多数在籍しているとのことです。
Ｑ２時刻表の０便時間帯に呼び鈴型乗
車意思表示スイッチを設置することは
Ａ２市内の路線バスは経路と時間を定
めて運行する路線定期運行のため、必
要なときに呼び出す運行は路線不定期
運行となり、事業者が国土交通省の許
可を受け運行している形態と異なるこ
とから、導入は困難とのことです。

熱中症予防の施策について
Ｑクーリングシェルターについて
Ａ令和６年４月１日に改正された気
候変動適応法において、熱中症特別警
戒情報（熱中症特別警戒アラート）が
発表された際に、誰もが利用できる、
暑さをしのげる場所として市町村が指
定した、冷房設備等を有する等の基準
に適合する施設のことです。昨年度か
ら引き続き、庁舎、各公民館、学習セ
ンター、野外活動センター、総合福祉

センター、北本総合公園管理棟の11
か所と、協定を締結したウエルシア
薬局３か所、補聴器相談室ライカ、さ
らに栄市民活動交流センター、ドラッ
グストアセイムス２店舗を指定し、合
計18か所となりました。指定した施
設にはＡ３判のクーリングシェルター
マークを掲示しています。今後も引き
続き民間施設を募集し、クーリング
シェルターの拡充と熱中症による健康
被害の防止に努めていきます。

ＡＥＤの設置について
ＱＡＥＤ設置の現状について
Ａ市内公共施設に計62台を設置し、
設置場所にはＡＥＤ設置標示ステッ
カーを掲示しています。また、県内に
設置されたＡＥＤを誰もが活用でき
るようにするため、県ホームページ
では埼玉県ＡＥＤマップを公開してい
ます。令和７年３月末現在、市内の医
療機関と民間事業者等の設置登録件数
は、合計で66件です。

通学路の安全対策について
Ｑ危険個所についてどのように把握　
しているのか
Ａ市教育委員会が毎年各小・中学校に
通学路の点検を依頼し、報告を受けて
います。教職員が実際に通学路を歩い
て行う点検や、保護者からの情報提供
により問題を把握し、対応につなげて
います。
その他の質問
〇小・中学校の通知表について
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支える側の高齢者の活躍推進を
Ｑ１持続可能なまちづくりには、意欲
ある高齢者の活躍が欠かせない。高齢
者の社会参加を促す取組の状況は
Ａ１アクティブシニア担い手講座等を
実施し、後に自主活動グループが立
ち上がっています。シルバー人材セン
ターでは、高齢者の豊かな経験や能力
を活かしています。ボランティアや就
労機会の拡大に向け、公共機関や民
間企業等への周知を行っていきます。　

Ｑ２昨今はスマホを使いこなす高齢者
も多い。情報提供にSNSの活用は
Ａ２市報やチラシ配布に加え、必要に
応じ市公式SNS活用を検討します。
Ｑ 3南あわじ市は、高齢介護と市民協
働の担当等共同で高齢者の多種多様な
活躍の場の創出に努めている、見解は
Ａ3高齢者への支援は、介護が必要な
方と健康で元気な方では異なるニーズ
があり、本市の実情に即した形で高齢
者支援策を推進していきます。

自転車の安全利用について
Ｑ１自転車専用通行帯は十分な道路の
幅員がないと設けられないが、矢羽根
型路面標示は自転車の走行路を示すも
のであり、自動車等も通行でき、車道
の拡幅をする必要もない。主として自
転車の通行が多い市道に導入していく
予定はあるか
Ａ１現在、市内に矢羽根型路面標示の
設置実績はありませんが、設置の必要
が生じた場合、道路状況などを踏まえ

関係機関と協議していきます。
Ｑ２市の管轄にない道路において自転
車通行路など整備対応策を関係機関
に対してどのように要望しているのか
Ａ２県道における自転車通行帯等の整
備要望につきましては、例年行われて
いる北本県土整備事務所と管内市町と
の行政連絡会議の際、要望書を提出し
意見交換を行っています。
その他の質問
○孤独・孤立対策について

朝の小１の壁について
Ｑ１市内における対策事業の実施につ
いてはどうか
Ａ１先進自治体の取組を参考にしなが
ら、朝の子どもの居場所づくりについ
て調査研究をしていきます。
Ｑ２まずは、児童生徒の保護者に対し
ニーズ調査を実施すべきだと考えるが
Ａ２朝の子どもの居場所づくり事業に
対するニーズ調査については、関係部
局において調整のうえ検討していきま

す。
公共施設の跡地利用について
Ｑ現在使用されていない学校プールの
跡地についての今後の利活用方針や売
却を含めた検討状況は
Ａ学校プール跡地の活用については、
売却できそうな施設については売却等
を含め検討しますが、学校敷地内の位
置や調整区域内にあるかどうかなどを
総合的に勘案して、他の有効活用につ
いても検討していきます。
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（北本の将来を創る会）　

（公明党）

企業誘致対策として補助金を
Ｑ新潟市では不動産取得だけでなく賃
料にも補助金を交付することで、IT企
業54社を誘致し、2,000人以上の移
住と雇用を生み出しているが
Ａオフィスの整備費や賃借料の補助は
市内の産業創出に有効と考えます。
民間運営による廃校舎利用で収益を
Ｑ高知県四万十町の海洋堂ホビー館
四万十など、廃校舎を活用して民間事
業者による運営で収益を上げているが

Ａ本市の計画では廃校舎を活用して市
民活動交流センターを整備していくこ
とを定めていますが、民間活力導入の
検討や四万十町の事例など、他の自治
体の先行事例を参考にします。
市民による｢ながら見守り防犯活動｣を
Ｑ通勤や買物、花の水やり、ランニング
など市民の日常生活の中に防犯を加え
た｢ながら見守り防犯活動｣の推進は
Ａ誰もが気軽に実践でき、犯罪抑止力
向上となるこの活動を広めていきます。

子どもの健やかな成長について
Ｑ１小・中学校の給食費無償化を実施
している中で、内容や質の変化、物価
上昇による影響や栄養士からの声など
の現状はどのような状況か
Ａ１学校給食は、物価高騰相当額分も
合わせて学校給食会計に補助していま
す。学校給食における質や量が大幅に
低下するような状況にはなっていませ
んが、限られた予算内に収めるため、
肉の部位を代えたり、価格の安い食材

を使用したりするなどの献立の工夫を
行っています。
Ｑ２国の小学校給食費無償化が開始さ
れた場合、国からの補助額と市の給食
費に差額が生じた場合はどのように考
えるか
Ａ２国が給食費無償化に関する制度設
計をどのようにするのか現時点で示さ
れておらず詳細は分かりませんが、小・
中学校の給食費の負担軽減については
予算編成の中で検討していきます。

成年後見人制度について
Ｑ上記制度にかかる取組について
Ａパンフレットを担当窓口に設置し、
制度の周知に努めるとともに、市民か
ら制度について相談があった場合は、
職員が随時、制度の説明や相談対応を
行っています。令和７年７月からは、栄
市民活動交流センター内の高齢者ラウ
ンジでの相談も開始する予定です。国
や県の動向を注視しつつ、誰もが利用
できる環境づくりに努めていきます。

情報発信について
Ｑ北本フィルムコミッションの目的と
役割、最近の受入実績について
Ａ映像作品を通して、北本市の魅力発
信、知名度向上を目的に、ドラマや映
画、テレビなどの制作側と撮影に協力
する施設提供側を結び、日時、利用施
設などの調整を行っています。直近３
年間の受入実績として、令和４年度が
5件、令和５年度が5件、令和６年度
が3件となっています。
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（北本の将来を創る会）

（公明党）

（みらい）

上尾道路の整備状況について
Ｑ上尾道路の進捗と、北本市に期待さ
れる整備効果は
Ａ令和７年１月には、高尾地区以南の
高尾・荒井地区において用地調査を実
施し、買収に向けた準備が進められて
います。期待される効果としては、国
道17号の混雑緩和や経済活力の向上
が挙げられます。
企業誘致の取組について
Ｑ上尾道路周辺の企業誘致の状況は

Ａ沿道における土地利用を進めるとと
もに企業誘致に取り組んでいきます。
ニューシャトル延伸の効果について
Ｑニューシャトルの延伸による効果は
Ａ市と沿線地域とのアクセス性が向上
することで、地域の活性化や帰宅困難
者の減少などが期待されますが、現実
的には構造上や費用対効果の問題、埼
玉新都心交通株式会社や東日本高速道
路株式会社などとの協議が必要になる
などの課題があると考えます。

各種証明書等の発行について
Ｑ各種申請手続きの拡充
Ａ令和７年３月よりパスポートのオン
ライン申請が切替に加え新規も可能に
なりました。その他の手続きも引き続
き利便性向上に努めていきます。
制服・体操着や教材費等について
Ｑ１現状と課題について
Ａ１中学校は学校指定の制服を、体操
着は小・中学校で指定のものの着用を
原則としていますが、指定以外を認め

る場合もあります。保護者への経済的
な負担が一定程度生じることが課題で、
過度な負担を強いることがないよう適
切に指導、助言していきます。
Ｑ２保護者の負担軽減策について
Ａ２中学校は、PTAのリサイクルバ
ザーを実施している学校があります。
北本市社会福祉協議会のリユース活動
にも積極的に協力しています。
その他の質問
○介護支援について

学校施設の空調設備について
Ｑ１小・中学校の設置状況は
Ａ１令和７年３月末現在、普通教室148
教室の全てに設置、特別教室は190教
室の内159教室に設置、主に相談室や生
徒会室などが未設置となっています。
Ｑ２空調設備のメンテナンスは、誰が
どのような内容で行っているのか
Ａ２教職員が室内機のフィルター清掃
と室外機の蓄熱ユニット内の水位の確
認を行っています。

Ｑ 3文部科学省の「学校・教師が担う
業務に係る３分類」では、空調設備の
メンテナンスはどこに該当するのか
Ａ3学校の業務ですが、必ずしも教師
が担う必要のない業務であると理解し
ています。
Ｑ 4働き方改革の観点からも、教職員
の負担軽減のためにも、何らかの手立
てが必要と考えられるが
Ａ4できる限り教職員の負担を軽減で
きるよう、今後検討を重ねます。
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北本市内水ハザードマップについて
Ｑ今後の内水氾濫リスク低減のための
インフラ改善の取組について伺う
Ａ内水浸水想定区域図等を参考に、令
和７年度にＵＲ北本団地東側外周道路
に面する勝林雨水３号幹線、解脱会東
側の南小通りの雨水排水の調査設計業
務を行っています。また、引き続き開
発行為等による雨水流出抑制の指導、
水路等の清掃等も適切に行います。
地域公共交通について

Ｑ今後の地域公共交通のあり方や体系
的な整備の方向性について伺う
Ａ人口減少・高齢化が進行しても医療・
福祉・商業等の生活機能を保持し、安
心して暮らせるよう、住宅や医療、商
業等の都市機能の誘導等のまちづくり
の再構築、それに連携した公共交通の
改善による持続可能な移動手段の充実
を図ることが重要です。その取組とし
て地域公共交通計画の策定があり、そ
の策定に向けて取り組んでいます。

計画行政と総合振興計画の位置づけは
Ｑ１期間中の策定済みの計画書の数は
Ａ１総合振興計画をはじめ52の行政計
画があります。
Ｑ２総合振興計画の策定義務が廃止さ
れた後の策定の意義は
Ａ２市町村の自主性の尊重と創意工夫
の発揮を期待する観点から、また、基
本構想を含む総合振興計画は、各行政
分野間を調整する機能を持つ計画とし
て意義があると考えます。

Ｑ 3策定した計画の管理運営は適切か
Ａ3行政経営システムにおいてＰＤＣ
Ａマネジメントサイクルを適切に運用
しています。
Ｑ 4策定した計画は財政計画にリンク
されているのか
Ａ4中長期的な財政見通しを踏まえた
うえで策定していますが、計画策定段
階では見通すことが困難な部分もある
ため、状況に応じて柔軟に対応してい
きます。

遊休農地の活用と高尾地域（高尾
さくら公園・野外活動センター・北
本水辺プラザ公園周辺）の整備
Ｑ今後の一体的な整備・活用、地域資
源を活かしたまちづくりについて
Ａ北本水辺プラザ公園の拡張や遊休農
地の活用などエリアの一体的な活用に
ついて検討し、ニーズに合った幅広い
活用ができるよう機能向上を図り、拠
点の形成を目指します。
その他の質問

○地域公共交通について（運行ダイヤ・
運行ルートを定めた小型ワゴン車の導
入、タクシーの利用料金の一部補助を
するデマンドタクシーの導入、コンパ
クト・プラス・ネットワークのための
地域公共交通計画の策定）
○スーパーシティ構想の実現による持
続可能で住みやすいまちづくり
○荒井公園テニスコートの大規模改修
○こども家庭センターについて
○児童発達支援センターについて
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次回の定例会は、

開会の予定です。

傍聴 録画配信

議会事務局で傍聴

中 村 議会の流れが分かるように皆さんに
理解される議会だよりをめざします

小久保 市議会活動を分かりやすく理解いただける
紙面作りを心掛けていきます

斉 藤 身近で分かりやすく読んでいただける
広報紙にしていきます

青 野 魅力ある 読みたくなるような
分かりやすい広報紙作りをめざします

毛 呂 議員の魅力を伝え議会に関心を
持ってもらえる広報紙にします

岡 村 透明性と市民への信頼を大切に、
わかりやすく情報をお届けします！

桜 井 市民の声を反映させてもっと読みたい・
知りたいと思える広報に！

券を受け取るだけ
で傍聴できます！

市議会ホームページ
「録画配信」からも見
られます！
※通信費は利用者負担となります。

議会を見てみませんか
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10年後の自分を想像してみませんか。

総合振興計画基本構想特
集
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